山行実施報告書

平成２５年　１１月２３日

	行き先
	　　　　　九鬼山（９７０ｍ）　　

　　　　　　　　　　　　　　［所在地：　山梨県大月市と都留市との境界］

	実施日
	平成２５年　１１月　２２日（金）　天候：晴れ

	参加者

（氏名）
	合計８名

	コースタイム
	　　　　　JR            富士急行

新宿＝＝＝高尾＝＝＝＝大月＝＝＝＝＝禾生――愛宕神社分岐――弥生峠―
8:24　　9:21/9:25　10:02/10:10  10:21/10:40　　10:55　　　11:55/12:00　　　
―富士見平――—九鬼山―――紺屋の休場――札金峠分岐―――林道―――田野倉付近＝＝
12:25/12:55  12:57/13:10　   13:40　　 　  13:50         14:02　　14:25/14:35

タクシー                  　　　　タクシー

＝=＝＝芭蕉月待の湯〔入浴、反省会〕＝＝＝大月＝＝＝＝＝新宿

     　　　14:50/16:30　　　　　　　　　16:50

　
 凡例：　＝＝＝交通機関利用、　―――徒歩、　着時刻/発時刻


	費　用
	［交通費］・電車　　：2,850円（新宿起点、特急不使用）

　　　　 ・タクシー：2,140円（田野倉～月待の湯：3,500円、月待の湯〜大月：5,030円）

　　　

［その他］・入浴代　：  700円
　　　　 ・懇親会費：1,500円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	所感ほか
	1 朝から快晴、風も穏やかで小春日和の中冬化粧しかかった富士山を眺めながらの山行だった。

2 リニア見晴台がある事を期待してのコース設定だったが、見晴台らしきものは無く、木陰から時折リニア実験線が垣間みられる程度だった。時々試験車両が通過する轟音が聞こえたが、車両を見る事はできなかった。

3 九鬼山山頂は大月側の高川山、滝子山、雁ガ腹摺山方面は開けているものの富士山側は林が茂っており展望は無い。

4 富士山は山頂から西側に２〜３分下ったところにある富士見平からよく見え、ここで昼食を摂った。しかし、昼食の頃から富士山周辺に雲がわき出し、数十分で全体が隠れてしまった。

5 入浴した芭蕉月待の湯はアルカリ性単純温泉で透明ないいお湯で設備も整った施設だった。



	一口アドバイス
	1 朝の高尾駅での中央線から中央本線への乗り換えは時間に余裕を持つ必要がある。ラッシュで東京方面からの電車に遅れが生じるので。

2 芭蕉月待の湯の休館日は毎週月曜日（祝日の場合は翌日）。午後の食事提供は平日が15:30〜、休日が15:00〜である。


	情報入手先電話番号等

	
	3 
	ガイドブック、地形図

・山と渓谷社「東京周辺の山」

・実業之日本社 ブルーガイドハイカー「東京付近の山」

・国土地理院1/25,000地形図「都留」、「大月」

電話番号

・ツルタクシー　0554-43-2349

・芭蕉月待の湯　0554-46-1126




